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竜美丘会館の辺りから名鉄の鉄橋までを
私たちは菅生川と呼び、昔から親しんでき
ました。歴史は古く、南北朝時代の観応
２年（１３５１）の古文書に、参河国菅
生郷の地名が見られます。１６世紀頃か
ら岡崎城の外堀の役割を果たし、江戸時
代には多くの川舟が行き交いました。城下
町  岡崎、宿場町  岡崎、川の港  岡崎、
私たちのふるさと岡崎は、この菅生川に育
まれてきました。

【菅生川の四季】

菅生川水辺マップ菅生川水辺マップ

ソメイヨシノ、家康行列、葵桜

新年を寿ぐ消防出初式

あおいざくら

【菅生川でバードウォッチング】
　菅生川周辺では、岡崎市内で確認された野鳥１８４種類の内、１１６種類が観
察されています。（「岡崎公園の野鳥１１６」岡崎野鳥の会編・１９９５年刊）菅
生川周辺に広がる豊かな自然が、山の鳥、海の鳥、渡り鳥にとって好ましい環境
となっていることと、野鳥を観察する人が数多いおかげですが、岡崎の中心市街
地に位置しながら、市内で最も多くの野鳥が記録された場所となっていることを
誇りに、これからも菅生川を美しくする活動を続けたいと思います。
　岡崎の市の鳥となっているハクセキレイは北日本で繁殖する冬鳥で、秋から春
にかけて見られます。渓流の宝石と言われるカワセミは河川の横穴に巣を作り、
縄張りを持つことから、菅生川一帯で年間を通し見られます。集団で営巣するド
バトやムクドリ、カワウは糞害を引き起こす嫌われ者ですが、共に一年中目にす
る鳥です。その他、年間を通しよく見られる鳥には、ゴイサギ、コサギ、カイツブリ、
カルガモ、キジバト、セグロセキレイ、ヒヨドリ、スズメ、ハシボソガラス、ハ
シブトガラスなどがあります。

数多くの野鳥が菅生川で観察できるのは冬です。菅生川で数多くの野鳥が菅生川で観察できるのは冬です。菅生川で
越冬するカモ類やユリカモメが川面にあふれ、餌やりを楽し越冬するカモ類やユリカモメが川面にあふれ、餌やりを楽し
む市民の姿が今では日常になりました。菅生川の周辺は人間む市民の姿が今では日常になりました。菅生川の周辺は人間
と野鳥が共生する岡崎のセントラルパークなのです。と野鳥が共生する岡崎のセントラルパークなのです。

岡崎の春を彩る桜には歴史があります。明治初期、荒れ果てた
城跡を憂いた旧岡崎藩士を中心に、ソメイヨシノを植え市民の憩
いの場とすることが計画されました。苦労の末、全国に先駆け国
から公園の指定を受け、実現したのが岡崎公園の桜です。菅生川、
伊賀川沿いを含め約１７00 本、東海一の桜の名所として「日本
さくら名所１００選」にも選ばれました。時代絵巻「家康行列」（４
月第１または第２日曜日に開催）のクライマックスを飾る勇壮な
模擬合戦は、殿橋下流左岸河川敷で繰り広げられます。
新たな桜の名所となったのが、竜美丘会館沿いの「葵桜（河津桜）」
です。地域住民と自治体が打ち合わせを重ね、平成１３年
（２００１）に８５本が植樹され、１０年を経た現在では見事な
並木となりました。早咲きの葵桜は 3 月初めには見頃をむかえ、
一足早い春の訪れを楽しむ人々 でにぎわいます。

春

年の初めに岡崎公園の河
川緑地で開催される消防
出初式には、消防職員、
消防団員、婦人自主防災
クラブ員など約１８００
人が参加。大小の消防車
約１４０台による分列行
進や一斉放水が行われま
す。訓練を積み上げる防
災ボランティアの皆さん
にただただ感謝です。

冬
江戸情緒を醸す岡崎の花火
大会は菅生神社の祭礼の奉
納花火が起源です。打ち上
げや仕掛けの他、菅生川に
鉾船を浮かべ披露される手
筒や錦魚花火は川面を美し
く彩ります。錦魚花火は祐
金町の「研せん」という刀
研師が、明治初期にそれま
での金魚花火に改良を加え、
作り出した水中花火です。

江戸時代から続く花火大会

今の橋は江戸時代の渡し船が起源

住民の力でヒガンバナの大群生夏
菅生川のあちこちで目にす
るヒガンバナですが、竜美丘
会館北の堤防に咲き誇る群
生はひときわ見事です。地域
住民の呼びかけで多くの善
意が集まり、植えた球根の数
は、平成２１年（２００９）と
翌年で１０万球にも上りまし
た。赤だけでなく、珍しい白
や黄色の花が見られる秋の
花の名所となりました。

秋

【菅生川の橋物語】

菅生川には上流から吹矢橋、
明代橋、殿橋、潜水橋、そ
して名古屋鉄道鉄橋の５つ
の橋が架けられています。
また、その下流から矢作川
との合流点までの間に明神
橋と愛知環状鉄道鉄橋があ
ります。これらの橋の多くは、
江戸時代に渡し船があった
場所です。吹矢橋には吹矢
の渡し、明代橋には菅生の
渡し、殿橋には高宮の渡し、
明神橋には福島の渡しがあ
りました。一番早く架橋さ
れたのは殿橋で、正保２年
（１６４５）に時の岡崎藩主
本多忠利により架けられま
した。この時の橋は現在よ
り約１００メートルほど下流
に位置し、板橋だったので、
そのイメージは潜水橋に近
いのかも。殿様が作った橋
なので、殿橋と呼ばれてい
たと言います。鉄道橋を架
橋する場合、渡河点は人が
通る道を外して計画されま
した。

菅生川を美しくする
会は、昭和６３年
（１９８８）に岡崎市
都市景観環境賞を
受賞することができ
ました。
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　昭和３０年から４０年代前半にかけ菅生川の水質は汚染され、その後の
環境意識の高まりにより徐々に回復してきましたが、水量は減少したまま
なので、まだ十分とは言えません。そんな中でも、殿橋付近ではきれいな
河川の砂底に棲むカマツカやゼゼラの繁殖が見られるようになりました。
また、この地方ではシラハエと呼ばれるオイカワやニゴイが生息しています。
明代橋、殿橋、潜水橋の辺りで、群がる黒褐色のノゴイに混じりニシキゴ
イが見られますが、これは河川美化を目的に放流されたものです。
　他にも高級食材として知られる上海ガニと同種のモクズガニや、は虫類
ではイシガメやクサガメ、外来種のアカミミガメが見られます。

環境浄化で回復し始めた菅生川の魚たち
【菅生川の水中生物】
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